
　川
越
狭
山
工
業
団
地
関
係
者
の
生

活
を
支
え
る
商
店
街
と
し
て
、
新
狭

山
北
口
商
店
会
は
発
展
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
店
舗
数
が
減
少
。
い
わ
ゆ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
近
付
き
つ
つ
あ

り
ま
し
た
。「
か
つ
て
は
人
で
あ
ふ
れ

る
商
店
街
で
し
た
。
次
々
に
閉
店
し

て
い
く
姿
を
見
る
の
は
寂
し
い
も
の

で
し
た
ね
」。そ
う
語
る
の
は
新
狭
山

北
口
商
店
会
・
会
長
の
田
口
博
章
さ

ん
。
自
身
も
こ
の
地
で
創
業
53
年
に

な
る
酒
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
。

「
と
は
い
え
、新
狭
山
駅
の
近
く
に
は

子
育
て
世
代
を
中
心
と
す
る
若
い
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
が
商
店
街
に
足
を
運
ん

で
く
れ
れ
ば
、
再
び
に
ぎ
わ
い
が
戻

る
の
で
は
と
考
え
た
ん
で
す
」

　そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
県
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」に
参
加
し
、専
門
家
や
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
、
商
店
街
に
新
た
な

価
値
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

「
多
く
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ま
ず
行
っ
た
の
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
催
で
す
」

　元
年
12
月
、
商
店
街
周
辺
に
住
む

20
～
30
代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た「
シ
ン
サ
ヤ
マ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ク
ラ
フ
ト

作
品
や
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
菓
子
と

い
っ
た
質
の
高
い
商
品
を
扱
う
こ
と

で
商
店
街
へ
の
誘
客
を
図
り
、
結
果

的
に
約
１
千
５
０
０
人
を
集
客
。
回

数
を
重
ね
る
こ
と
で
、
単
に
買
い
物

を
す
る
だ
け
の
場
で
は
な
く
、
地
域

住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
へ
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
機
に
商
店
街

へ
店
舗
を
構
え
た
事
業
者
も
い
ま
す
。

今
後
は
月
１
回
の
定
期
開
催
に
し
て
、

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
日
々
の

暮
ら
し
に
つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

し
た
い
で
す
ね
」

　ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
併

せ
て
行
っ
て
き
た
の
が
、
商
店
街
内

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
壁
に
絵
を
描
く

「
シ
ン
サ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ラ
ル
」で
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
で
き
な

い
期
間
で
も
で
き
る
こ
と
を
商
店
会

で
模
索
し
て
い
る
と
き
、
メ
ン
バ
ー

か
ら『
こ
う
い
う
ま
ち
な
ら
お
店
を

出
し
て
み
た
い
と
思
え
る
取
り
組
み

に
し
た
い
』
と
い
う
言
葉
が
出
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」

　シ
ン
サ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ラ
ル
は
、
ラ

イ
ブ
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
形
式
を
と

る
な
ど
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
創
作
の
プ
ロ

セ
ス
か
ら
関
わ
る
全
て
の
人
が
ま
ち

づ
く
り
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
風
景
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
こ
の
２

年
間
で
描
か
れ
た
ア
ー
ト
は
６
点
。

商
店
街
を
通
り
掛
か
っ
た
人
た
ち
が

作
品
の
前
で
足
を
止
め
る
光
景
も
目

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
我
々
が
目
指
す
の
は
持
続
可
能
な

商
店
街
。現
状
維
持
で
は
な
く
、新
し

く
商
売
を
始
め
た
い
と
思
え
る
土
壌

を
つ
く
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
常
に
変
革
が
必
要
。
こ
れ
ま
で
の

形
式
や
形
態
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変

化
し
続
け
て
い
き
ま
す
」

プロフィール
　1972年設立。新狭山駅北口から国道16号を結ぶ約350mの沿道を中心に61 
事業者が加盟(令和4年5月現在）。「シンサヤママーケット」、「シンサヤマミューラル」
などの取り組みが評価され、昨年『はばたく商店街30選』を県内で初めて受賞。

人と人とをつなぐ、人と人とをつなぐ、

地域に愛される商店街へ地域に愛される商店街へ

会長の田口博章さん

多くの人でにぎわうシンサヤママーケット

いき いき 狭山人

さやまの元
気発見 躍

新狭山北口商店会

新狭山北口商店会員の皆さん
シンサヤマミューラル作品の前で
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市の動向を、タイムリーに掲載します

まちの …これから今

ひとり親養育費確保に関する補助金

　5月17日㈫のオープ
ンを前に、開館記念式
典 が5月15日 ㈰ に 行
われました。これから
柔道や剣道など、武道
の振興や武道教育の 
拠点として利用していきます。
問合せ　スポーツ振興課へ内線5711

　民法の改正により、4月1日から成年年齢が20歳から
18歳に引き下げられました。これに伴い、狭山市では例
年開催している「成人式」の名称を「狭山市二

は た ち

十歳の集い」
に変更します。対象は従来どおり年度内に20歳を迎える
方で、今年度は5年1月8日㈰に市民会館での
開催を予定しています。
問合せ　社会教育課へ内線5671

　ゼロカーボンシティの実現
に向け、武州ガス株式会社、東
京ガス株式会社と連携協定を
締結しました。互いに連携しな
がら、再生可能エネルギーの利
用促進や地域の防災機能強化
に取り組み「脱炭素のまちづくり」を目指します。
問合せ　環境課へ内線3672

「脱炭素のまちづくり」に向けた協定を
締結

　市では、市内に住んでいるひとり親の方を対象に、離婚
後の養育費の取り決めや保証契約の締結に要する費用の
一部を補助する制度を新設しました。条件や申請方法など
の詳細は、市公式ホームページをご覧ください。
◆公正証書等作成補助金
補助対象費用  ▼養育費の取り決めに関する公正証書の
作成手数料  ▼調停の申し立てや裁判に要する収入印紙
代、郵便切手代など  ▼戸籍謄本などの書類取
得に要する費用
※補助上限4万3千円
◆養育費保証契約促進補助金
補助対象費用　保証会社と養育費保証契約を締結する際
に要する費用のうち、初回保証料として本人
が負担する費用　※補助対象経費、月額養育
費、5万円を比較して最も少ない額を補助
問合せ　こども支援課へ内線1536

市長の主な動き
〇5/3…大河ドラマ「鎌倉殿の13人」ス
ペシャルトークin狭山市 〇5/4…義高
ウォーク、狭山新茶初取引 〇5/11・25
…定例庁議 ○5/21…PTA連合会定期
総会 ○5/28…不老川クリーン作戦、智
光山キャンプフェスタ、狭山市国際交流
協会創立30周年記念式典 〇5/29…狭
山市文化団体連合会定期総会 〇5/30
…定例記者会見

本市独自の企業支援としてスタ
ートした「狭山市ビジネスサポート
センター」、通称S

サ ヤ

aya-B
ビ ズ

izが3周年を
迎えました。市民の皆さんにとって
住みやすい町とは、公共サービスが
充実していることに加え、行きたく
なるようなお店や働く場所があるこ
とだと思っています。そのためにも、
市内の個人事業主や中小企業を支援
することは喫緊の課題でした。

市長に就任後、具体策を模索して
いる中、中小企業の困りごとに寄り
添い伴走していく、いわゆるビズモ
デルに出合いました。準備期間に約

市内企業の頼れる相談相手 2年を要しましたが、平成31年4月
にSaya-Bizをスタートし、これまで
約4,000件にわたる相談業務を行
ってきました。支援内容を一言で表
すと、「お金をかけずに知恵を出して
事業を再生させる」というものです。
後日、支援を受けた店舗に立ち寄っ
たところ、ご自身の事業が地域にと
って必要なこと、工夫次第で活路が
あること、お客さんの笑顔を増やす
ことができることに手応えを感じて
いました。

Saya-Bizで主に相談に当たってい
るのは、2人の元気な女性です。常に
前向きに本市の活性化に取り組む姿
は、多くの方に元気を与えています。

 狭山市長　小谷野 剛　

題字・絵　池原 昭治氏

狭山市立武道館がオープン

成人式の名称を変更
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